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聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ
に
手
話
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
手

話
で
会
話
し
て
い
る
人
は
約
２
割
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
話
の
ほ
か
に
音
声
を
文
字
で
伝

え
る
支
援
に
は
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。
市
は
、要
約
筆
記
者
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聞こえ聞こえを支える 音声を文字で音声を文字で伝える
障がい福祉課 （235）4813 F（233）5731

聞
こ
え
の
程
度
は

人
そ
れ
ぞ
れ

　
聴
覚
障
が
い
者
の
聞
こ
え
の
程
度
は
、「
全

く
聞
こ
え
な
い
」「
聞
こ
え
に
く
い
」な
ど
人
そ

れ
ぞ
れ
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
も

異
な
り
ま
す
。

ろ
う
者

ろ
う
者

　
先
天
的
ま
た
は
言
葉
を
覚
え
る
前
に
失
聴

し
た
人
。
手
話
を
第
一
言
語
と
し
て
い
る
人

が
多
く
、中
に
は
文
章
の
読
み
書
き
が
苦
手
な

人
も
。

中
途
失
聴
者

中
途
失
聴
者

　

言
葉
を
覚
え
た
後
に

失
聴
し
た
人
。
相
手
の
口

の
形
を
読
み
取
っ
て
会

話
が
で
き
る
人
や
、発
声

と
文
章
の
読
み
書
き
が

で
き
る
人
が
多
い
。

難
聴
者

難
聴
者

　
聞
こ
え
に
く
い
が
聴
力
が
あ
る
人
。
補
聴

器
が
あ
れ
ば
聞
こ
え
る
人
、補
聴
器
が
あ
っ
て

も
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
人
な
ど
聴
力
に
幅

が
あ
る
。

公
的
機
関
な
ど
に
行
く
と
き
は
ご
利
用
を

公
的
機
関
な
ど
に
行
く
と
き
は
ご
利
用
を

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣

　
公
的
機
関
や
医
療
機
関
に
行
く
場
合
な
ど
に
手
話
通
訳
者
や
要

約
筆
記
者
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
聴
覚
、音
声
、言
語
機
能
障
が
い
が
あ
り
、障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
費
無
料
申
電
子
申
請
ま
た
は
申
請
書
を
フ
ァ
ク
ス
で
障
が

い
福
祉
課
へ

補
聴
器・人
工
内
耳
利
用
者
へ
の
補
聴
援
助

補
聴
器・人
工
内
耳
利
用
者
へ
の
補
聴
援
助

文
化
会
館
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
を

設
置

　
専
用
マ
イ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
で
、本
人

が
利
用
し
て
い
る
補
聴
器
な
ど
に
音
を
届
け
、

聞
こ
え
を
援
助
す
る
設
備
で
す
。

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
と
総
合

福
祉
会
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
会

議
室
で
は
、携
帯
用
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

文
字
で
聞
こ
え
を
援
助
す
る

要
約
筆
記

　
要
約
筆
記
は
、話
の
内
容
を
要
約
し
、そ
の
場

で
文
字
に
し
て
聴
覚
障
が
い
者
に
伝
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
で
す
。

手
書
き
要
約
筆
記

 （
画
像
①
）

　
主
に
１
対
１
の
場
で
は
手
元
の
紙
に
書
き
、

講
演
会
な
ど
複
数
の
相
手
に
情
報
を
伝
え
る
場

で
は
、手
元
の
ロ
ー
ル
シ
ー
ト
を
卓
上
の
カ
メ
ラ

（
画
像
②
）で
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
（
画
像
③
）

　
話
し
た
言
葉
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
文
字

に
し
ま
す
。
講
演
会
や
研
修
会
で
多
く
使
わ
れ

ま
す
。

要約筆記を利用して助かったこと
　病院ではマスクで医師の口元が見えず、話してい
ることが分からないので利用しています。要約筆記
者は聴覚障がい者をよく理解し、配慮してくれるの
で助かっています。

聞こえないことで困ること
　外見では聴覚障がい者だと分からないので、周囲に
理解されにくいことです。会話の時も最初はゆっくり話
してくれていた人が、途中でいつものペースに戻って
しまうことがあると聞き取れなくなるときがあります。

聴覚障がい者に接するときに気を付けてほしいこと
　後ろから声を掛けられたり、大きな声で話された
りするとびっくりしてしまいます。できれば口元を
見せながら言葉を繰り返したり、言葉を変えて伝え
てください。

活動の内容
　障害者手帳の有無にかかわらず、要約筆記のボラ
ンティアを行っています。定期的な例会の開催や、
聞こえについての講座を開いています。ほかにも、
小学校の「ふくし教室」で聞こえないことへの理解
を子どもたちに伝えています。

聞こえに不安のある人と接するときに 
心掛けてほしいこと
　皆さんの知っている文字や言葉でも十分に伝える
ことができます。難しく考えず、まずは行動してほ
しいです。「伝えたい」という気持ちが大切です。

要約筆記に興味を
　「聞こえない＝手話」と思われがちですが、文字で
伝える支援も必要です。要約筆記を大きな講演で見
かけることもあると思うので、興味を持っていただ
けるとうれしいです。

日
令
和
５
年
１
月
16
日
～
２
月
27
日
の
毎
週（
月
）
時
10
時

30
分
～
12
時
30
分
場
総
合
福
祉
会
館
第
１・２
会
議
室
定
15

人
費
無
料
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
が
い
福
祉
課
へ
。

12
月
21
日（
水
）締
め
切
り
他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

駐
車
場
の
利
用
は
有
料
で
す

　要約筆記者に加えて、聴覚障がい者も所属し
ている筆記通訳 風の皆さんに話を聞きました。

支
援
者  

筆
記
通
訳 

風

令
和
４
年
度
手
書
き
要
約
筆
記
講
習
会

令
和
４
年
度
手
書
き
要
約
筆
記
講
習
会

〈
全
７
回
〉

〈
全
７
回
〉

12月３日～９日は障害者週間

耳
マ
ー
ク

　
聞
こ
え
が
不
自
由
な
こ

と
と
配
慮
が
必
要
な
こ
と

を
伝
え
る
マ
ー
ク
で
す
。

市
役
所
の
窓
口
な
ど
に
も

置
い
て
い
ま
す
。日
常
で

活
用
す
る
た
め
に
携
帯
し

て
い
る
人
も
い
る
た
め
、

マ
ー
ク
を
覚
え
る
こ
と
も

支
援
の
ひ
と
つ
で
す
。

　４歳頃に難聴になり、普段は補聴器と要約
筆記を併用している中森さんに話を聞きま
した。

利
用
者  

中
森 

章
さ
ん

利
用
者
と
支
援
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

OHC（オーバーヘッドカメラ）

ヒアリングループマーク

1

2

3

要
約
筆
記
者
に
な
り
た
い
方
へ


